
図1　本発明の出力電流瞬時値制御系の制御ブロック図

 

 
 
 
 
 
〔発発明明のの背背景景・・目目的的〕 
 太陽光発電や風力発電が配電線系統に大量導入されると、

それらの出力変動により系統電圧が急激に変動する。それ

を抑制する機器として、無効電力により電圧調整を行う自

励式無効電力補償装置（以下、STATCOM という）がある。

STATCOM は、配電線に設置され、出力電流（無効分）を

制御して電圧調整を行う。そのため、出力電流制御系は、

系統インピーダンスや系統電圧により大きな影響を受ける。 
 この問題点を解決した STATCOM の出力電流制御方法を

提供する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

〔発発明明のの内内容容〕 

本発明の出力電流制御方法では、STATCOM の出力電流

制御系を、３種類の制御、PI 制御とロバスト制御、系統電

圧フィードフォワード制御を組合せて構成する。（図 1）。 
 これら３つの制御を組合せることにより、従来よりも、

より強力に系統インピーダンスや系統電圧の影響を抑制す

ることが可能となり、出力電流制御系の性能が向上する。

これにより、STATCOM の系統電圧調整性能も向上する。 
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図 1．本発明の出力電流瞬時値制御系の制御ブロック図                     
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〔発明の背景・目的〕
太陽光発電や風力発電が配電線系統に大量導入される

と、それらの出力変動により系統電圧が急激に変動する。
それを抑制する機器として、無効電力により電圧調整を行
う自励式無効電力補償装置（以下、STATCOMという）が
ある。STATCOMは、配電線に設置され、出力電流（無効
分）を制御して電圧調整を行う。そのため、出力電流制御
系は、系統インピーダンスや系統電圧により大きな影響を
受ける。

この問題点を解決したSTATCOMの出力電流制御方法
を提供する。

〔発明の内容〕
本発明の出力電流制御方法では、STATCOMの出力電

流制御系を、３種類の制御、PI制御とロバスト制御、系統
電圧フィードフォワード制御を組合せて構成する。（図1）。

これら３つの制御を組合せることにより、従来よりも、
より強力に系統インピーダンスや系統電圧の影響を抑制す
ることが可能となり、出力電流制御系の性能が向上する。
これにより、STATCOMの系統電圧調整性能も向上する。
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